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自己紹介

◼ 藤原 宏司（ふじわら こうじ）

◼ 専門分野:

• 米国における大学経営（Higher Education Administration）

• IR（Institutional Research＊）→ 後述します。

• 応用統計学（Ph.D.）

◼ 略歴：米国の大学・短期大学等で、統計解析、IR＊

および大学評価対応業務に従事。2016年8月から現職。
現職では、BI（Business Intelligence）を活用したIRシステム
の構築等を担当。「山形大学 IR担当者向け実践プログラム（IR
履修証明プログラム）」プログラムディレクター。

◼ Exploratory歴：< 3ヶ月（R（S言語）は20年＋）

＊ Investor Relationsや統合型リゾートを意味する「IR」とは違うもの
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山形大学 Quick Fact (AY2021)

山形大学OIRE: https://ir.yamagata-u.ac.jp
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山形大学 Quick Fact (AY2021)

山形大学OIRE: https://ir.yamagata-u.ac.jp
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業務の背景（1）

◼ Institutional Research（IR）とは、大学における
計画立案、政策形成および意思決定等のサポートを
するために必要な「情報提供」を目的とした、
学内外データの収集・分析機能のこと

• アメリカの大学で生まれ、発展してきた考え方

• 発表者は、上記で説明した「IRに関する業務」を行う
チーム（IRオフィス）に属しています

• スタッフ数: 4名
（教員2名、専門員1名、事務補佐員1名）
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業務の背景（2）

◼ 【再掲】Institutional Research（IR）オフィスは、
学内外に存在する様々なデータを収集・分析・可視化
することがミッション

◼ しかし、学内外のデータは
「Tidy」ではないものが多く、
分析前処理（i.e., Data Wrangling）のスキルが無い
と、分析自体ができないこともある

• Tidyなデータ = 分析可能な状態になっているデータのこと

◼ また、日本の大学には職員の定期異動があり、
業務の属人化・継続性に問題を抱えている大学も？

→ 教職員におけるデータ処理スキルには、バラツキがある？
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分析例：担当科目ごとの成績分布 ✕ 所属教員分

※ 架空のデータを使用しています。

500名分✕
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業務の属人化・継続性に関する問題点

データリクエスト

• 教員ごとに「担当している科目群の成績分布グラフ」を作成

→ 教員数 = 500名

どのように作業をするか

• 「その時」の担当者が使えるツールで作業
（一般的には、エクセルを使って作業することが多い印象）

• その時の担当者が、RやVBA等を使えた場合は、作業を自動化

→ 担当者のスキル次第

→ そのようなスキルを持つ担当者が異動した後は？

→ グラフ作成業務が継続・再現できるかは、次の担当者のスキル次第
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グラフをエクセル（手作業）で作成した場合

その前に

• 「十分な時間と根性 ＋ Tidyなデータ」があれば、
例に挙げた「数百のグラフ」は、誰でも作成可能

• Tidyなデータ = 分析可能な状態になっているデータのこと

しかしながら

• 前述の通り、学内外のデータは、
Tidyなデータではないことが多い

→ Tidyなデータを用意することが必要
（分析前処理: Data Wrangling）
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エクセル（手作業）の問題点

業務の継続に必要なこと

◼ 日本の大学のような、異動を前提とした組織において、
業務を滞りなく継続させていくためには、作業内容の
見える化と共有が必要

エクセル（手作業）の問題点

• 作業内容が保存されないので、
他の人が行った作業の理解・把握が困難

→ 結果、このような2択になることが多いのでは？

1. 作業内容を理解しないまま作業を行う
（作業のブラックボックス化 → 質の悪い伝言ゲームへの危険性）

2. 作業工程の作り直し（前任者、他者の知見を活かせない）
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我々の課題（やりたいこと）

◼ データ分析業務に関するツールを、可能な限り統一

• 分析前処理、分析・可視化、レポーティング等

現在、我々が使用しているツール

問題点
• メンバーによって、
使えるツールが異なる

• ゆえに、他メンバーが行った
作業内容の理解・再現が困難

つまり
• 作業内容の見える化・共有ができて
おらず、業務継続のリスクがある

• 業務の属人化も問題
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分析例のグラフをRで作る場合

問題点

1. Rに関する専門知識が必要となるため、
Rが使える人にしか「その業務」が行えない

→ 業務の属人化

2. 他のスタッフに、Rを勉強する時間がない

→ 業務は他にもたくさんある

3. Rを勉強しても、すぐに別部署への人事異動がある

→ モチベーションの問題
（手作業を続ける理由にはならないと思いますけども…）

→ 個人的には、人事異動制度が日本におけるIT化・DX化の
妨げになっている「理由の一つ」と感じています
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我々が必要なツール

◼ 他の人が行った作業内容（工程）を、

簡単に理解・再現できるツール

→ その候補が「Exploratory」

◼ 導入した主な理由

• Rがベースになっている

• データ処理の過程が、分かりやすく記録できる

• 作業内容を共有、分担できる（プロジェクトの共有）

• 学内限定情報をオンプレミスで公開できる
（コラボレーションサーバーの利用）
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Exploratoryを使って

公開データ（学校基本調査）を

可視化してみた
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実例：公開データ（学校基本調査）の可視化

データ例：出身高校の所在地県別入学者数（2020年度）

◼ 1年分のデータファイル「1つ」に、シートが「8つ」含まれています
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レポート例（with Power BI）

◼ 17年分（2004-2020）のデータをまとめて可視化しています
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一例：レポート作成までの流れ

1. データの入手

a. 17年分のエクセルファイル（17個）をダウンロード

b. 各年度ごとのエクセルファイルには8つのシートがある

2. Data Wrangling

a. 各ファイルの各シートごとに、データをロング形式に
変形して保存（MS Excel + MS Power Query）

b. 作業結果の結合・加工処理

3. MS Power BIでレポート作成

簡単そうに見えるけど…
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公開データの問題点

◼ 年度によって入力フォーマットが異なる場合がある

◼ 同じファイルでも、シートによって入力フォーマット
が異なる場合がある（次項参照）

◼ 単純なマクロでは処理できないため、
汎用性の高い処理方法を考える必要がある

→ 一つのアルゴリズムで、全てのデータを処理したい
（年度・シートごとに、データの処理方法を変えるのは非効率）
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シートによって入力フォーマットが違う例

同じファイルにある、異なるシート（セルB4の内容に注目）

出身高校の 所在地

[空空]出身高校の[空✕９]所在地

出身高校の
所在地

出身高校の[改行]所在地
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Rによるデータ処理の効率化

問題点
• 敷居が高い
• 作業する人を選んでしまう
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ExploratoryによるData Wranglingの例

◼ シートごとにデータフレームを作成する必要があったが、簡単に操作できた
（データフレームの複製 → 読み込むシートを変更）
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必要なステップ

Pros
✓ 12ステップで、Tidyなデータ

の作成が可能

✓ 作業時間 = 10分未満
（発表者は初心者）

✓ メニューが分かりやすい

✓ 実行結果が確認しやすい

✓ 「カスタムRコマンド」が
とても便利

✓ カスタマーサポート

Cons
• 自動処理はできますか？
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ダッシュボード by Exploratory

◼ パーツを予め作成しておいて、キャンバスに配置していく形式
◼ キャンバスに配置するだけなら、作業時間は5分未満



25

フィルター（パラメーター）の操作
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ダッシュボード by Exploratory

◼ パラメーター変更後（山形県 → 滋賀県）結果が反映されるまでに、
ちょっと時間がかかった。（僕のPC環境の問題かも？）

OS : Windows10 Pro
CPU: Intel(R) Core(TM) i7-10510U

RAM: 16.0 GB
HDD: SSD (1TB)
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まとめ

◼ 本発表では、他の人が行った作業内容（工程）を、
簡単に理解・再現できるツールとして導入した
「Exploratory」の使用体験を共有

a. 初心者でも操作しやすいツールという印象
（使う人を選ばないツール）

b. カスタマーサービスが素晴らしい！！
（Special thanks to 村里さん ＆ 白戸さん）

◼ 【個人的な意見】さらに活用していくためには

• 「R」の基本（i.e., dplyr、stringr等）を勉強すると、
作業効率がもっと高まると思いました



THANK YOU!
ANY QUESTIONS, COMMENTS OR SUGGESTIONS?

藤原 宏司 | Koji Fujiwara, Ph.D.

kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp


